
　　重要な生態系の現況評価及び課題の整理

判定（特記事項・
調査時意⾒）

スポット№ 名称 スポット所在地 ⼩⽣態系の種類 ゾーン エリア 調査年度 維持
おおむ
ね維持

変質 劣化 消失 現況 開発改変 管理不⾜ 外来⽣物 気候変動 野⽣⽣物 その他 課題 特記事項 2000年 2011年 2011年ラ
ンク

2018‒24年 スコア増減
合計得点
によるラ
ンク

スポットの扱い 調査時の意⾒　（抜粋）

1 ため池およびその周辺 波豆 ため池 波豆川流域 2018 ○ 変質 ○ 管理不⾜ 上流部ではセトウチサンショウウオが産卵しており、保全に値するスポット 9 9 C 8 -1 C

（総合評価）ため池としての機能は消
失。カスミサンショウウオＢ、オオミ
ズゴケＢなどが生息し生物多様性は⾼
い。湿原生態系としての再評価が待た
れる。
（調査結果及び概要）堰堤の堰樋が破
壊されており、ため池の機能は失われ
ている。
しかし、林道を隔てた上流部の溜⽔域
(元・池)ではカスミサンショウウオが産
卵しており、保全に値するスポットで
ある。

2 ため池 波豆 ため池 波豆川流域 2018 ○ 消失 ○ 管理不⾜ 不明（使用しなくなったためか？＝管理不⾜？） ⿅の⾷害もあり 7 7 C 6 -1 ランク外
【2024年度　復元が見込めないた
めランク外（今後調査よりはず
す）】

⽔域が消失している　復元は見込めな
い

3 ため池 波豆 ため池 波豆川流域 2018 ○ 変質 ○ 管理不⾜
⽔域は消失しているが集⽔域を間伐すれば涌⽔湿原として生物多様性の向上
が可能。ニホンアカガエル生息。

8 8 C 6 -2 情報不⾜
【2024年度地図上にないという情
報により、調査できていない可能
性ありのため情報不⾜と表記】

（総合評価）⽔域が消滅しており、た
め池生態系としての価値は低下してい
る。(地図表記に誤りあり）
（調査結果及び概要）⽔域が消失して
おり、回復は見込めないが、集⽔域を
間伐すれば湧⽔湿原として生物多様性
の向上が可能。

4 ため池 波豆 ため池 波豆川流域 谷田池周辺 2018 ○ 消失 ○ 管理不⾜
「放棄田が３段あり、その上（４段⽬）がため池だったと思われる」→管理
不⾜

7 7 C 5 -2 ランク外
【2024年度　復元が見込めないた
めランク外（今後調査よりはず
す）】

（総合評価）⽔域が完全に消滅してお
り、ため池生態系が復元の見込みはな
い。
（調査結果及び概要）放棄田が3段あ
り、その上（4段⽬）がため池だったと
思われる。
1段⽬：特筆すべき植物はない。
2段⽬,3段⽬：田の上手の法⾯（畔）に
はササの藪。湿地。
4段⽬：ササ藪で進むこともできないの
で、「観察不能」。ここがため池で
あったと思われる。

5 ため池 波豆 ため池 波豆川流域 谷田池周辺 2018 ○ 維持
ため池としての利用はないが、サイコクヒメノコウホネ、ヨツボシトンボの
群落もあるので保全対策を講じる必要あり

8 8 C 9 1 C

（総合評価）灌漑用ため池としての利
用はなく藪化がすすんでいる。サイコ
クヒメコウホネ、ヨツボシトンボの群
落もあるので保全対策を講じる必要あ
り。

6 湯谷池 波豆 ため池 波豆川流域 谷田池周辺 2018 ○ 維持 10 10 B 11 1 B
（総合評価）⽔質は⽐較的良好で、⼤
きな変化はない様⼦

7 谷田池及びその周辺 波豆 ため池 波豆川流域 谷田池周辺 2018 ○ おおむね維持 11 11 B 11 0 B
管理が⾏き届いたため池で　⽔質も⽐
較的良好で、⼤きな変化はない様⼦

8 波豆⼋幡神社 波豆 社寺林 波豆川流域 2018 ○ 劣化 ○ その他 ツクバネガシ群落がカシノナガキクイムシに⾷害されている 11 11 B 9 -2 C
ツクバネガシ群落がカシノナガキクイ
ムシに⾷害されている。⼤木が10本以
上

9 ため池 ⼤原野⻄部 ため池 波豆川流域 2018 ○ 劣化 ○ ○ ○ 管理不⾜・外来生物・野生生物
ため池としての利用が放棄されて⽇照不⾜。アメリカザリガニの繁殖により
抽⽔植物の芽を⾷害。⿅の⾷害もあり。

8 8 C 5 -3 D
（総合評価）アメリカザリガニが繁殖
しているため、在来の⽔生生物相が貧
困になっている。

11 松尾台上池 ⼤原野⻄部 ため池 波豆川流域 宝塚市立⾃然の家及びその周辺2019 ○ おおむね維持 8 8 C 8 0 C
低⽔位だが⽔生生物の生息には⼗分。
３⾯が樹木に覆われているためため池
生態系としての評価はCランク。

12 松尾台中池 ⼤原野⻄部 ため池 波豆川流域 宝塚市立⾃然の家及びその周辺2019 ○ 劣化 ○ 管理不⾜
ため池としての利用が放棄されて管理が放置されている。将来は⽔域が消失
するおそれ⼤。

7 7 C 6 -1 D

ため池として利用されていないため管
理も放置されている。調査に立ち入る
ことも困難。将来は⽔域が消滅する恐
れ⼤。

13 松尾台下池 ⼤原野⻄部 ため池 波豆川流域 宝塚市立⾃然の家及びその周辺2019 ○ おおむね維持 7 7 C 7 0 C

低⽔位だが⽔生生物の生息には⼗分。
⽔表⾯もきれい。６か⽉前と⽐べると
約150ｍｍ⽔位が上昇しており、⽔位に
変化がある模様。

14 東久保下ノ池 ⼤原野中部 ため池 波豆川流域 2019 ○ 維持 7 7 C 9 2 C
草刈など管理が⾏き届いており⼤きな
変化はない様⼦。貴重なため池環境。

15 東久保上ノ池 ⼤原野中部 ため池 波豆川流域 2019 ○ 維持 7 7 C 10 3 B
ヒルムシロ群落、カザグルマなどが確
認できた。

16 堂坂池 ⼤原野中部 ため池 2019 ○ 劣化 ○ 管理不⾜
周辺林の繁茂により⽇照が妨げられ、生物多様性が低下し、⼩生態系として
の価値は低下。

9 9 C 7 -2 C
周辺林の繁茂により⽇照が妨げられ、
生物多様性は低下。⼩生態系としての
価値も低下。ミズニラは確認できず。

17 尾ノ切湿原 ⼤原野⻄部 ため池 波豆川流域 尾ノ切 2019 ○ 維持 管理されており希少種も多く良好な環境が保たれている。 11 11 B 12 1 A
草刈りや農耕など⾏われている。希少
種も多く環境も良好。湿地湿原として
も良好。

18 戸山湿地 ⼤原野中部 湿原 2024 〇 維持 戸山湿地と命名して湿原としてよく管理されている 8 8 C 10 2 B

⻄谷の森公園の北部の谷筋にあり、常
緑樹の間伐がおこなわれ、谷筋の湿地
の保全作業が続けられている。戸山湿
地と命名して湿原として管理がよくさ
れている。サギソウ、オオミズゴケ、
カキラン、,リンドウ、センブリ、ｳﾒﾊﾞﾁ
ｿｳと湿地の植物の種類も豊富で,両生類
などに貴重なものが見られる。

19 松葉屋上池 ⼤原野中部 ため池 2019 ○ おおむね維持 8 8 C 8 0 C
草刈など管理が⾏き届いており⼤きな
変化はない様⼦。貯⽔池としての活用
は感じられない。

20 素戔嗚神社の社叢 ⼤原野中部 社寺林 2019 ○ 劣化 ○ 開発改変
道路拡幅により樹木群落は消滅したが、境内は住⺠に管理され、絶滅危惧種
のギフチョウの生息地も保全されている

11 11 B 10 -1 B

ヒノキーモミ群落は消滅したが境内は
⼈の手により管理されている。ギフ
チョウの生息地も保全されており良好
な⾃然林

スコアによる現況判定 課題（劣化・消失・変質の要因）※４つの危機+野⽣動物重要な⽣態系 スコア合計得点
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21 溝内ため池 ⼤原野中部 ため池 2019 ○ おおむね維持 7 7 C 7 0 C
ミナミメダカ、シロマダラを確認して
いる。⼤きな変化はない様⼦。

22 今⻄ため池群 ⼤原野東部 ため池 愛宕池上流 2019 ○ おおむね維持 アメリカザリガニの侵入が見られる 10 10 B 10 0 B

貴重な成育植物は現存。⼤きな変化は
ない。⼈手が入り、スイレンやニシキ
ゴイが放流されており⾃然度は評価し
にくい。
農作業の手入れが適度な⼈為的な攪乱
となっている。オオカワジシャ、アメ
リカザリガニなどが侵入してきている

23 ⻑谷 ため池 猿山川右岸 2024 〇 劣化 〇 管理不⾜ 動物の貴重種は未確認 10 10 B 9 -1 C

⼀番⼤きなため池（愛宕池）は改修さ
れ利用されている。周辺のため池は管
理もされている池もあるが、山に近い
ところは放置されている。しかし、放
置されている池にはサイゴクヒメコウ
ホネやヤマトミクリがあり、貴重なも
のがのこっている。動物はタガメをは
じめ貴重種は未確認である。手入れさ
れていない池などが多数あるので、今
後貴重な池の環境が⼼配される。

24 まむし谷下池 ⼤原野⻄部 ため池 波豆川流域 マムシ谷 2019 ○ 維持
ため池の使用放棄により⾃然度が⾼まった（←このように見えるのは⼀時的
と⾔え、今後の管理が懸念される。）

8 8 C 9 1 C
セトウチサンショウウオなどを確認。
⾃然度は⾼い。

25 まむし谷上池 ⼤原野⻄部 ため池 波豆川流域 マムシ谷 2019 ○ おおむね維持
希少種（ノハナショウブ、ヒメタヌキモ等）あり。外来植物（セイタカアワ
ダチソウ）などの侵入あり

8 8 C 8 0 C
ヤマトミクリ、ジュンサイ群落は確認
できなかった

26 ため池 下佐曽利 ため池 佐曽利川流域 2021 ○ 維持
Ｄ→Ａ　よく管理されており、貴重種も見られる。多様性のある⾥地⾥山と
して貴重。

8 8 C 12 4 A

2011調査は池の⽔を⼲していたか？
⽔生生物の種類も多く貴重種も見られ
る。多様性のある⾥地⾥山として貴
重。

27 ため池その周辺 下佐曽利 ため池 佐曽利川流域 2021 ○ 維持 ⽔源としての利用度は少なくなってきており、管理が⼼配される。 8 8 C 10 2 B

⽔源としての利用度は少なくなってお
り⾥地⾥山の管理が⼼配される。⾥地
のため池として景観として保全が必
要。

28 ため池 下佐曽利 ため池 佐曽利川流域 2021 ○ 維持 ⾼齢化のため、池の管理が⼼配される。 7 7 C 10 3 B ⾥地⾥山として良好。貴重種もある。

29 ため池群 下佐曽利 ため池 佐曽利川流域 下佐曽利・谷 2021 ○ 維持
貴重種が残っているが、⼗分な管理がされていないため、陸化や⼟手の崩落
が危惧される。

10 10 B 11 1 B

ため池群として⼗分な管理がされてい
ない。陸化、⼟手の崩落が危惧され
る。貴重種がのこっており保全の必要
性がある。

30 ため池 下佐曽利 ため池 佐曽利川流域 下佐曽利・谷 2021 ○ おおむね維持
進入路がわからないほど⼈が何年も入っていない。しかしモリアオガエルが
産卵する⽔量は確保されている。

7 7 C 7 0 C
管理されていない。モリアオガエル産
卵できる⽔量は確保されている。

31 ため池群 下佐曽利 ため池 佐曽利川流域 下佐曽利・谷 2021 ○ 維持 7 7 C 7 0 C
池の表⾯積は⼤きいので明るい⾥山の
ため池。モリアオガエルが見られるた
め⽔量は安定している。

32 ため池その周辺 下佐曽利 ため池 佐曽利川流域 下佐曽利・谷 2021 ○ 維持 7 7 C 10 3 B

谷筋の山間をせき⽌めた谷池。⽔生植
物が多く育成し⾃然度が⾼い。⾥山の
ため池としては明るい。細⻑い形状で
多様性が期待される。

33 ため池 下佐曽利 ため池 佐曽利川流域 2021 ○ 消失 ○ 管理不⾜
ため池としては消失している。遷移が進み消失している。横の池には希少種
が残っている。スポットを変えるか。
「手入れもあまりされていない様⼦」→管理不⾜

7 7 C 5 -2 ランク外
【2024年度　消滅のためランク外
（今後調査よりはずす）】

遷移が進み消滅。コウホネが残ってい
るためスポットを変えるか新たに加え
るか考える必要あり

34 ため池 下佐曽利 ため池 佐曽利川流域 2021 ○ 維持 ⼈手がよく入っており管理されている。貴重種も多い。 7 7 C 11 4 B
管理されている。多様性に富み多くの
⽔生生物（貴重種）も多い。

35 ため池 下佐曽利 ため池 佐曽利川流域 2021 ○ 劣化 ○ 管理不⾜ 放置され⼀部遷移が進んでいる。種の多様性は低い。 7 7 C 5 -2 D
放置され⼀部遷移が進んでいる。池に
光が入らないため池もあれている。種
の多様性は低い。

36 ため池 上佐曽利 ため池 佐曽利川流域 2021 ○ 消失 ○ 管理不⾜
⼟手が崩れ⼟砂の堆積によって、かすかに痕跡が残るのみ。⼟手が崩れる＝
⻑い間⼈手が入っていない？池はなくなっている。

7 7 C 5 -2 ランク外
【2024年度　消失のためランク外
（今後調査よりはずす）】

⼟手が崩れ、⼟砂の堆積によってかす
かな痕跡が残るのみ。

37 妙見山神社ため池 ⻑谷 ため池 2021 ○ 変質 ○ 管理不⾜
⼲上がって湿地状態になっている。
「樋が割れて⼲上がっている」→管理不⾜

7 7 C 9 2 C
立地はよいが、⼲上がって、湿地状態
になっている。湿地の植物が残ってい
る。

38 いや谷池 ⻑谷 ため池 2021 ○ 劣化 ○ その他 ⽔生植物は確認できない。⼟木のあとがまだ新しい。よく手入れされている 9 9 C 8 -1 C
⽔生生物は確認できない。「谷池」。
⽔源として活用されている。

39 ⼩畑池 ⻑谷 ため池 2021 ○ 劣化 ○ 管理不⾜ ⽔源として利用されているが、⼈の手はあまり入っていない 9 9 C 7 -2 C
⽔源として利用されている。周辺の⾥
山は放置されている。

40 ⻑谷⼤池 ⻑谷 ため池 2021 ○ 維持 よく管理されている。 8 8 C 9 1 C
田の⽔源として利用されている。よく
管理されている。⽔⾯はヒシなど⽔生
生物が覆う。

41 ため池 ⻑谷 ため池 2021 ○ 維持
⼈の手はあまり入っていない。希少種（ムカシヤンマ、モリアオガエル等）
あり

7 7 C 9 2 C
⼈の手はあまり入っていない。雑木林
に囲まれている。

42 ため池 ⻑谷 ため池 2021 ○ 維持
絶滅危惧種が生息するが、⼈の手が入っていないため、この状態がいつまで
続くか⼼配される。

7 7 C 10 3 B

利用されていないので陸化が⼼配。絶
滅危惧種がみられるが、⼈の手が入っ
ていないためこの状態がいつまで続く
か⼼配。

43 松尾湿原 ⼤原野⻄部 湿原 波豆川流域 宝塚市立⾃然の家及びその周辺2019 ○ 維持 ボランティア団体により管理されている。 10 10 B 12 2 A

ボランティア団体による整備管理がさ
れている。団体管理のモデルケース。
広報活動も積極的。「⾃然の家」と合
わせて新スポット「宝塚⾃然の家」と
変更するのが適当。

44 猪倉谷湿原 ⼤原野⻄部 ため池 波豆川流域 猪倉谷 2019 ○ 維持 農道の管理、草刈がされ管理が⾏き届いている。 9 8 C 10 2 B
⾥地⾥山の景観環境として良好。生物
種は多様

46 皇⼤神社 御殿山 社寺林 2023 〇 劣化 〇 その他
調査期⽇において動物、⼤型の昆⾍などは散見することができなかった。周
辺の宅地開発進む中で、鎮守の森として管理されている

9 9 C 8 -1 C
断層崖の斜⾯に立地する。林の中はよ
く管理されている。

47 売布神社など 売布山手町 社寺林 2023 ○ おおむね維持
コジイ群落は市天然記念物、県RED Cランク、⾃然環境保全地区。売布神社
社叢林としてよく手入れされている。調査では動物は見られず（-1）、断層
地形の評価（+1）により合計得点±0

10 10 B 9 -1 C

町の中の杜として存在している。神社
としてもよく手入れされて守られてい
る。植物は極相に達している。調査期
⽇において昆⾍などの生き物が観察す
ることができなかった。
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48 中山寺 中山寺 社寺林 2023 ○ おおむね維持 社寺林の保全管理に⼤きな変化はない 9 9 C 9 0 C

境内は管理され社寺林も⼤きな変化は
ない様⼦。境内の古木や周辺の⾃然環
境は保全されており、荘厳な雰囲気を
保っている。

49 安倉上池及びその周辺 安倉北 ため池 2023 〇 劣化 〇 開発改変
ゴルフ施設がなくなり、⽔辺環境がよくなった。池の周辺の宅地開発による
環境変化の経過観察が必要。

11 11 B 10 -1 B

市街地のため池として貴重な環境を有
する。池の周辺の宅地開発によって、
どのように環境が変化する経年観察が
必要である。

50 最明寺川最明寺滝 切畑 河川 ⻑尾山系山麓部 2023 ○ 維持
滝付近の岸壁にはセッコクなど貴重な植物が着生し、貴重な⾃然環境が保全
されている。

10 10 B 11 1 B

歴史的景観が残る良好な環境である。
最明寺の滝付近の岩壁にはセッコクな
ど貴重な植物が着生し、貴重な⾃然環
境が保全されている。渓谷をでると宅
地開発で変貌しつつも、まだ落ち着い
た雰囲気を残している。

51 満願寺 切畑 社寺林 ⻑尾山系山麓部 2023 ○ おおむね維持 境内は管理され⼤きな変化はない 10 10 B 10 0 B
境内は管理されており、⼤きな変化は
みられない様⼦。

52 ⼤岩ヶ岳 波豆 岩角地 千刈貯⽔池 2023 ○ おおむね維持 ⼤きな変化はない 7 7 C 7 0 C
山地の改変に係る様⼦はないため、⼤
きな変化ない。

53 丸山湿原 玉瀬 湿原 川下川流域 丸山湿原 2023 ○ おおむね維持 多くの絶滅危惧種が生育生息、保全団体によりよく管理されている 15 15 A 15 0 A

サギソウやカキランなど絶滅が危惧種
があり、ヒメタイコウチやカスミサン
ショウウオ、ハッチョウトンボなどが
生息している。絶滅危惧種を保全する
場所は、団体により管理されており、
丸山湿原についての情宣活動も積極的
に⾏われている。⼤切に保存されてい
る。

54 ため池 境野 ため池 2021 ○ 維持 ⽔田の⽔源として活用されている 7 7 C 9 2 C
ため池として管理されている。⽔源と
して活用されている。

55 ため池 玉瀬 ため池 2021 ○ 維持 棚田がそのまま残してあり、植生がよく残っている。 9 9 C 12 3 A
棚田がそのまま残っており、その⽔源
として利用。植生が良く残っている。

56 ため池群 玉瀬 ため池 2021 ○ 維持
Ｃ→Ａ　ため池1不明となっているが、群より少し離れているため５６と判断
した

9 9 C 12 3 A
位置不明となっているが群より少しは
なれているため５６と判断。

57 素戔嗚神社 玉瀬 社寺林 2022 ○ おおむね維持
周辺は耕地改善、玉瀬川改修⼯事あるが、社は管理保全され⼤きな変化みら
れない。

10 10 B 10 0 B

社寺林は荒廃しておらず⼤きな変化は
ない様⼦。下草もほとんど見られな
い。杜として管理保全がなされてい
る。

58 芝辻新田湿原 芝辻新田 湿原 2022 ○ 変質 ○ 管理不⾜ 湿原は⼟砂のたい積、雑木の侵入により陸化している。湿地性の植物がわず
かに残っているにすぎない。

9 9 C 7 -2 C

湿地の場所は⼟砂流入、雑木が生え陸
化してしまっている。湿原としては湿
地性の植物がわずかに残っているにす
ぎない。

59 ため池 切畑 ため池 ⼤ツラ川流域 2021 ○ 維持 8 8 C 9 1 C
池もよく管理され、⾥地のため池とし
て良好。

60 ため池 切畑 ため池 ⼤ツラ川流域 2021 ○ おおむね維持 9 9 C 9 0 C
池もよく管理され、⾥地のため池とし
て良好。

61 ため池 切畑 ため池 ⼤ツラ川流域 2021 ○ おおむね維持
⽔量は保たれているが、今後どうなるか⼼配である。
「⼈が入らなくなった」→管理不⾜

7 7 C 7 0 C
荒れたため池。モリアオガエルがおり
⽔量は保たれているが今後どうなるか
⼼配。

62 ため池 切畑 ため池 ⼤ツラ川流域 2021 ○ 維持
外来種の侵入があるが、⾥山の⾃然が残っているため池。アカハライモリな
どの希少種あり

7 7 C 9 2 C
⼟手の補修で外来種の侵入があるが、
⾥地の⾃然が残っているため池と考え
られる。

63 渓谷 切畑 河川 立合新田川流域 2022 ○ 維持 ツメレンゲ（Cランク）やナガレホトケドジョウを確認した。 9 9 C 11 2 B

地形、⾵景には⼤きな変化はない。希
少な植物、動物が発見されたので評価
を変更した。斜⾯も急なため⼈が立ち
入れない場所のため環境として恵まれ
ている。

64 武田尾峡谷 玉瀬 河川 武庫川本線流域 武田尾 2023 ○ おおむね維持
県RED Aランク、⾃然環境保全地区。⾃然保護団体が保全活動に⼒を入れて
いる。イノシシ、シカ、アライグマ

15 15 A 15 0 A

渓谷がハイキングコース以外に簡単に
⼈が降りることのできない環境にあ
り、⾃然の状態は良好である。⾃然保
護団体の活動も保全にちからをいれて
おり、これかも⾃然環境は守られるで
あろう。

65 中山寺 湿原 ⻑尾山系山麓部 北中山公園 2024 〇 劣化 〇 管理不⾜ ヒメヒカゲ発見なし。今後の陸地化が予想される 11 11 B 10 -1 B

管理道路から湿原の境界 は柵が設けら
れ、草刈りなどがされており、よく保
全された状態である。しかし、そこか
ら谷筋に入ると倒木や⾼い草に覆われ
て、湿地の状態はよくない。植物のモ
ウセンゴケ、トキソウなど、動物では
ヒメヒカゲは確認できなかったが、
ハッチョウトンボと湿地の条件はそ
ろっている。しかし、谷筋の状態は倒
木や乾燥化の様⼦がみられ、今後陸化
が予想

66 玉瀬 湿原 2024 〇 劣化 〇 管理不⾜
松枯れや倒木によって湿地の状態は悪い。今後、この状況が続くと貴重な湿
原が消失するかもしれない

11 11 B 11 0 B

地元ではよく知られている湿原であ
る。湿原入り⼝は最近農地改善がおこ
なわれ、ため池の⼟手もそのときに作
り替えられた。湿原への進入路は⼈が
立ちいらなくなったようで、倒木など
でよく荒れている。湿原も倒木やイノ
シシなどの侵入で荒れた感じは否めな
い。湿原はサギソウ、 トキソウ、ミミ
カキグサ、 モウセンゴケなど湿原の植
物は健在であり、昆⾍としてハッチョ
ウトンボがいるので、湿原としての価
値は⾼い。
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67 保与谷池湿原 ⼤原野中部 湿原 2023 ○ おおむね維持 湿地とその周辺は良好な状態で公園として管理される 9 9 C 9 0 C

公園内の敷地として管理されており、
湿地の植物もよく保存されている。湿
地の周辺も公園管理としてよく手が
入っているので、湿地の状態もよい。

68 まむし谷湿原 ⼤原野⻄部 湿原 波豆川流域 マムシ谷 2019 ○ 維持
多様な湿原性生物が生息し、価値は⾼いが、ナラ枯れの放置、ニホンジカの
分布あり

9 9 C 10 1 B
ナラ枯れ、ニホンジカの分布拡⼤など
保全対策が望まれる。
湿原の再生（保全）が望まれる。

69 清荒神 社寺林 ⻑尾山系山麓部 2024 〇 おおむね維持 よく管理されている 11 11 B 11 0 B
境内のコジイの林は神域として保護さ
れ、立ち入りを禁⽌している。コジイ
の森はよく管理されている。

70 清荒神 社寺林 2024 〇 劣化 〇 管理不⾜ ⽬立つものは確認することができなかった 8 8 C 5 -3 D

植生の評価は過去３となっており、貴
重種が存在していたと思われるが、な
にがあったのか確認することはできな
かった。道を挟んで、竹林と雑木林の
私有地とおもわれるところもばっさい
がすすみ、境内そのものの敷地がわず
かに管理され、⼤きな変化はみられな
い。初夏から秋にかけて見てきたが、
⽬立つものは確認することができな
かった。

71 下佐曽利 ため池 佐曽利川流域 2024 〇 おおむね維持
位置不明であったが、コウホネが成育できそうな場所として、こちらではな
いかと想定した場所。

7 7 C 7 0 C

前回は位置不明（消失の可能性）と
なっており、地図の下佐曽利の場所で
コウホネが成育できそうな場所として
ここではと想定した。2枚のため池は農
業用ため池として利用されており、周
辺は下草枝打ちなど管理されている。
上のため池はスイレンがあり、周辺の
ため池とどうように管理され、スイレ
ンからその時代の名残りが感じられ
た。

72 川⾯ 孤立⼆次林 2024 〇 劣化 〇 〇
管理不⾜
開発改変

モウソウチクが勢⼒を広げている。クズが覆い始めている。宅地開発により
調査地の７割が宅地となっている。河川の周りに緑地がのこるがわずかであ
る。

7 7 C 7 0 C

荒神川周辺も宅地化がすすみ、調査地
も７割が宅地となっている。河川の周
りに緑地がのこるがわずかである。本
来の群落はけずられてなくなってい
る。

75 伊孑志 社寺林 六甲山系山麓部 塩尾寺 2024 〇 維持 ⼤きな変化はみられない。（２０１１調査の）ムササビは未確認 12 12 A 13 1 A

六甲山系の東の入り⼝にある塩尾寺。
ウラジロガシに囲まれた境内、住職に
よるとウラジロガシの実が落ちる時期
はあられが落ちてきたすごい⾳が続く
と聞いた。照葉樹林の森として⼤きな
変化は見られない。

77 山本東 社寺林 2024 〇 おおむね維持 （２０１１年調査時の）ムササビ、アオジは未確認 7 7 C 7 0 C

特別緑地保全地区。⾃然環境保全地区
（指定番号第33号）。境内はよく管理
され、地域の祭場となっている。社寺
林は、コジイ、アラカシなどの照葉樹
林となっている。イチイガシは参道入
り⼝にあり、⾼木として保護されてい
る。

78 山本⻄ 社寺林 2024 〇 おおむね維持 境内は管理され、社寺林も⼤きな変化はない様⼦ 10 10 B 10 0 B

境内は管理され社寺林も⼤きな変化は
ない様⼦。社寺林の北には緑地が残っ
ており、社寺林の環境を良いものにし
ている。毎年催事がおこなわれおり、
境内はよく管理されている。周辺は宅
地に隣接しているため、隣接部は枝の
剪定などが⾏われている。

79 中山寺 社寺林 ⻑尾山系山麓部 北中山公園 2024 〇 劣化 〇 管理不⾜ （２０１１年調査時の）ミサゴ､ツツドリ､ツミ､クロシジミは未確認 10 10 B 9 -1 C

奥の院の社殿は新たに建て替えられて
おり、そのため社殿裏は樹木が整理さ
れていた。また、また松枯れなど倒木
が⽬立ち荒れた感じがした。奥の院は
ハイキングコースになっており、季節
をとわず多くのハイカーや参拝者が訪
れる。コジイ群落は健在である。動物
は野⿃の渡が観察できる場所の⼀つで
あるが、猛禽類は観察できなかった。

80 惣川 川⾯･切畑 河川 2023 ○ 維持
上流部に多く生息するミズカマキリは貴重であり、上流部で始まった耕地改
善の⼯事後生き残れるか⼼配される

7 7 C 8 1 C

山間の⼩河川であり、河川両脇はゴル
フ場や採⽯場などあるが、⼈為的な改
変が⾏われておらず、⼤きな変化はみ
られない。上流部でも耕地改善の⼯事
がはじまっており、上流ぶでみつけた
多くのミズカマキリは貴重であり、⼯
事のあとどのように生き残れるのか⼼
配される。

81 蔵⼈ 河川 2024 〇 おおむね維持
ゴルフ場敷地内の区間であり、立入り不可。施設内の河川として管理されて
いる様⼦

8 8 C 8 0 C

ゴルフ場敷地内の区間であり、施設内
の河川として管理されており、敷地内
下部は川底の下草も定期的に刈り取ら
れいる。上部は堆積物を含め、手はあ
まり入っていないため、ツルヨシ、セ
イタカアワダチソウなどが生い茂って
いる。ゴルフ場の敷地内のため立ち入
り不可となっている。

82 弁天池 仁川北 ため池 2023 ○ おおむね維持 市街地のため池として環境的景観的に重要 11 11 B 11 0 B

⾃然度は⾼くないが、市街地のため池
として、環境的景観的に重要な池と
なっている。弁天池に流れ込む⼩仁川
にはホタルがおり、地域住⺠によって
保全されている。
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83 伊和志津神社 伊孑志 社寺林 2023 ○ おおむね維持 保護樹林。境内の緑地は保全されている 7 7 C 7 0 C
境内の下を横切る道路によって、境内
の緑地は保全され、保護樹林として保
護されている。

85 素戔嗚神社 ⾼司 社寺林 2023 ○ おおむね維持 兵庫県⾵致保安林。境内は管理され⼤きな変化はない 7 7 C 7 0 C 境内は管理され⼤きな変化はない

86 住吉神社 安倉中 社寺林 2023 ○ おおむね維持
境内は管理され⼤きな変化はない。（過去調査の植生・動物の評価記載が
誤っているのではないかとの記述があるが、どの部分の誤りかを確認する必
要があり、それによって今回の評価の妥当性も問題になる。）

8 8 C 8 0 C
境内は管理され、社寺林も⼤きな変化
はない。

87 ⼋王⼦神社 中筋 社寺林 2023 ○ おおむね維持 境内は管理され⼤きな変化はない 7 7 C 7 0 C
境内は管理され社寺林も⼤きな変化は
ない

88 ⼋幡神社 中筋 社寺林 2023 ○ おおむね維持 境内は管理され⼤きな変化はない 7 7 C 7 0 C
震災によって建物は新しく建てられた
が、境内は管理され社寺林も⼤きな変
化はない

89 波豆川 ⼤原野⻄部 河川 波豆川流域 2022 ○ 維持
調査区間で橋脚の付け替え、⼟手の改修、河川堆積物の(除去)⼯事。「陸封ア
ユ？」、イノシシ、ヌートリアの記載あり。

8 8 C 9 1 C

⼟手の改修があった。川底の整地など
が⾏われた以外は⾃然状態としてよく
残っている。ゴキヅルが見つかったの
で評価を上げた。

90 佐曽利川支流 上佐曽利 河川 佐曽利川流域 2022 ○ おおむね維持 前回から３⾯張りU字溝だが、⽔生生物の⼤きな変化はみられない 7 7 C 7 0 C

U字溝であるが、⽔生生物の確認ができ
⼤きな変化はない様⼦。ドンコ、カワ
ヨシノボリ、ヌマエビがこのような場
所でも見られた。

91 ⻑谷 ため池 2024 〇 消失 〇 管理不⾜ ⽔域が消失している。池の⼟手の⼀部が残る。陸化している。 8 8 C 5 -3 ランク外
【2024年度　消滅のためランク外
（今後調査よりはずす）】

⽔域が消失している.池は⼟手の⼀部が
のこっており確認できた。池ではな
く、マダケなどが生え、陸化してい
る。聞き取りによると2つため池があっ
たが北側の斜⾯が崩ｄ落し⼀つの池が
埋まり、今回の調査地の池もその時に
池の役割をなくしたとのこと。低木が
元池の底まではびこっており池の役割
はない。調査項⽬のため池しての価値
はなく手入れもされていない。イノシ
シ、シカよけの柵が畑の周りに新たに
作られており、利用されず藪になって
いる。

92 玉瀬川 玉瀬 河川 2022 〇 劣化 〇 河川改修が⾏われ、８割近くが三⾯張りとなった 7 7 C 7 0 C

河川の8割近くが3⾯張りとなってお
り、公⺠館付近の50ｍほどのみツルヨ
シ群落である⾃然状態が残っている状
況である。それに伴い、河川の側道も
整理され、パイオニアの植物が⽬立
つ。

93 普明寺　竹藪など 波豆 社寺林 千刈貯⽔池 2019 ○ おおむね維持
手入れが⾏き届いていないので、生物多様性の保全対策が望まれる。モリア
オガエルやヒメボタルなど希少種あり

7 7 C 7 0 C
手入れが⾏き届いていないので⾥山成
立要件が⽋落してきており、保全対策
が望まれる

94 東洋･⼩浜など 河川 2024 〇 劣化 〇 管理不⾜
市域を代表する景勝地の⼀つ。（２０００年、２０１１年調査時の）カワヂ
シャ､イヌハギ、コアジサシ，ノビタキ，カワセミ､ホンサナエ、オシドリ、
イソシギは未確認

11 11 B 10 -1 B

市域を代表する景勝地の⼀つ。武庫川
東洋町付近の左岸にはカワラサイコが
保護団体によりよく保存されており、
多くの株がみられる。定期的に草刈り
などの手入れがされており、カワラサ
イコにとってもよい環境になってい
る。　逆瀬川との合流地点ではアサギ
マダラの定点観測地となっている

95 ⼝谷⻄ 社寺林 2024 〇 劣化 〇 開発改変 緑地減少（1998年に確認されている）ヒメボタルは未確認 7 7 C 6 -1 D

周辺の宅地開発により、神社の緑地が
減少している。参拝路が⼀カ所にかぎ
られ、緑地がへり、乾燥化がすすんで
いる。ヒメボタルの幼⾍がたべるキセ
ルガイなどが今回見つけることができ
なかった。

96 中山寺 社寺林 2024 〇 劣化 〇 管理不⾜
境内は管理され、社寺林は手が入りすっきりしすぎている。（２０１１調査
時の）ハイタカは未確認

7 7 C 5 -1 D
地域の祭りが残っている。境内は管理
され、社寺林は剪定され、すっきりし
すぎている。

97 妙⽞寺 中筋 社寺林 2023 ○ おおむね維持
宝塚市指定保護樹木（モミ）。堀、寄り洲が⼩規模ながら存在し、市街地に
残る環境要素として重要。⽔路にブルーギル、ミシシッピアカミミガメ

7 7 C 7 0 C
境内は管理され、堀や寄り洲なども⼩
規模ながら存在し、市街地に残る環境
要素として重要である

98 ⼩浜皇⼤神社 ⼩浜 社寺林 2023 ○ おおむね維持 保護樹木。 7 7 C 7 0 C

境内ではムクノキ、イヌマキ、クスノ
キ、ケヤキなど管理されている。　川
沿いの斜⾯ではケヤキの巨木があり、
地域でよく管理されている。

99 川⾯神社 宮の町 社寺林 2023 ○ おおむね維持 保護樹林。⾃然環境は良好 7 7 C 8 1 C
境内は、保護樹林に指定されていお
り、⾃然環境は良好である。境内はよ
く管理されている。

100 熊野神社 仁川台 社寺林 2023 〇 劣化 〇 その他
境内は管理され社寺林も⼤きな変化はない様⼦。調査⽇には昆⾍など見つけ
ることができなかった

8 8 C 7 -1 C
境内は管理され社寺林も⼤きな変化は
ない様⼦

101 波豆 ため池 2024 〇 劣化 〇 管理不⾜ 陸化して池はなくなっている 7 7 C 6 -1 D
池は過去に農業用⽔として利用されて
いたようだが、現在はなくなってい
る。放棄された池となっている。

102 境野 放棄⽔田 2024 〇 劣化 〇 管理不⾜ 陸化している。（２０００年調査時の）動物は未確認 7 7 C 6 0 D

陸化し下草が生え⽔田跡にはサクラバ
ハンノキやハンノキなどの⾼木がはえ
る。本来は、谷筋に流れていた⽔路が
うまり、元⽔田あとの中央を横切った
りと、流れが不安定になりイノシシの
ぬた場になっていた。モリアオガエル
の卵は道を挟んだため池に見られた
が、⽔田跡には⽔がたまる場所がない
ので卵はなかった。
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103 放棄⽔田 玉瀬 放棄⽔田 2022 〇 消失 〇 △ 開発改変
⽔田の区画整理、⽔路の整備により、環境が激変した。放棄⽔田は埋め立て
られ、従来の生物相が変化したため、動物評価は「２」総合評価は、「D]と
した。イノシシ、シカ（聞き取り）の出現記述あり

7 7 C 5 -2 ランク外
【2024年度　消失のためランク外
（今後調査よりはずす）】

放棄⽔田はなくなり、⽔田耕作地とな
り、畦なども新たに整理されたため、
本来の環境にもどるのには時間が必要
である。放棄⽔田は埋め立てられてし
まい、従来の生物相が変わってしまっ
たようだ。そのため、動物は「3」から
「2」に評価した。

104 川下川 玉瀬 河川 川下川流域 2022 ○ おおむね維持 良好な河川環境が維持されている 11 11 B 11 0 B

玉瀬地区から近い川筋では、⽔の匂い
が強く感じ、⽔生生物が少ない。下流
にすすみ、枝川からの流入によって生
物の多様性がみられた。とくに、丸山
湿原からの⽔質は良好で、清流の生き
物を見ることができた。今回も同様に
良好な河川環境が維持されてる。

105 坊川 切畑 河川 2022 〇 劣化 〇 開発改変
新名神の⼯事のため⾵景の評価を「１」とした。河川の半分が改修、⼟手も
改修されるが、半分以上が元の状態なので時間とともに復元の見込みあり

9 9 C 8 -1 C

新名神の⼯事に伴い、県道の付け替え
により、河川も半分ほどが改修、⼟手
も改修されている。斜⾯が⼯事によっ
て削られた部分もあるが、半分以上が
もとのままのこっており、時間ととも
に生物環境が元に戻る可能性があると
思われる。景観は、新名神の⼯事のた
め「2」から「1」に評価した。

108 立合新田川 立合新田 河川 立合新田川流域 2022 ○ 維持 ⾃然環境は良好に保たれている。⽔田でイノシシ被害 8 8 C 8 0 C
⾃然環境は良好に保たれている。⽔田
ではイノシシの被害がある。

109 切畑 孤立⼆次林 2024 〇 おおむね維持 現在は閉校している。松枯れがすすんでいるのが⼼配される 8 8 C 8 0 C

五⽉台⼩学校は2022年に中山桜台⼩学
校と統合され、当地は閉校、管理地と
なっている。元学校林は、⻑尾連山の
東部に位置し、現在もコミュニティー
が⽉⼀回の管理をおこなっている。校
地をとりまく山林は⼀部ののぞき、山
の植生をそのまま残しており、近年は
松枯れがすすんでいるのが⼼配される

111 すみれが丘 孤立⼆次林 2024 〇 維持 全体的に荒廃傾向がみられる 7 7 C 8 1 C

市街地に残存する林、全体的に荒廃傾
向がみられる。市街部の残存緑地とし
て、重要度は⾼い。地盤が花崗岩であ
るため、栄養分が少ない⼤地で、平坦
部はススキの草原となっており、周辺
はマツとコシダが優先する

112 御殿山 孤立⼆次林 2024 〇 消失 〇 開発改変
新たにグランドができ除草シートが貼られたため植生はなくなっているすべ
て宅地となってしまっている

8 8 C 5 -3 ランク外
【2024年度　消滅のためランク外
（今後調査よりはずす）】

市街地に残存する林、林縁は藪となっ
ているが、⼤きな変化はない様⼦→す
べて宅地となってしまっている

113 川⾯ 社寺林 2024 〇 おおむね維持 （２０１１年調査時の）ミヤマアカネは未確認 7 7 C 7 0 C

手塚ファンがよく訪れる神社になり、
看板など環境が整備されるようになっ
た。南の田畑も耕作地として残り、狭
いながらも昆⾍が集まる樹木も残って
いる。

114 米谷・⼩浜 河川 2024 〇 おおむね維持 河岸は古い粗⽯護岸で崩落が⼼配される 7 7 C 7 0 C

場所は、⼩浜の宿場町の街道が⼤堀川
にかかる橋周辺の河畔林。河岸は古い
粗⽯護岸、斜⾯は崩落が⼼配される。
イワシ坂周辺から上流100ｍほどはムク
ノキエノキ群集となっている。

115 社町 社寺林 2024 〇 おおむね維持 境内は管理されている 7 7 C 7 0 C

境内はよく管理されている。過去にい
ろいろな植栽もされ、従来からのアベ
マキななどの樹林ととけこみ、社寺林
としてよく管理保存されている。

116 武庫川右岸 ⻑寿ガ丘 岩角地 2023 ○ おおむね維持
河川⼯事により中洲が整理されたが、岩場の⼩さな滝など特徴的な環境には
⼤きな変化はない様⼦

8 8 C 8 0 C
私有地があり近くまでいけないもの
の、岩場などの⼩さな滝など特徴的な
環境には⼤きな変化はない様⼦

118 塩谷川左岸 ⽉見山 河川 2023 〇 劣化 〇 開発改変
宅地開発に伴い武庫川合流地点は⼤きく改変されており、かっての植物は消
失している。

7 7 C 6 -1 D

3⾯護岸の河川であるが寄り洲や抽⽔植
物の生育状況には⼤きな変化はない様
⼦→宅地開発に伴い武庫川合流地点は
⼤きく改変されており、かっての植物
は消失している。

119 内畑緑地 野上・蔵⼈ 孤立⼆次林 六甲山系山麓部 2023 ○ おおむね維持
地域住⺠により在来種保全、外来種駆除などが⾏われ、公園としても環境が
維持されている

7 7 C 7 0 C

緑地内に1992年から蛍の⾥「ピカピカ
ランド」の蛍の保護施設がある。地域
住⺠や⼩学校で保護活動が⾏われてい
る。緑地前の逆瀬川の川原において
も、在来種の保全と外来種の撤去など
⾃然保護活動が盛んにおこなわれてい
る。公園として管理され生育環境も維
持されている

120 千種 孤立⼆次林 2024 〇 維持 学校敷地内の樹林として管理されている 7 7 C 9 2 C

学校敷地内の樹林でよく学校が開校よ
り管理されている。⼩林の地で創立100
年を迎え、アカマツなどが巨木に育成
しており、谷筋に生える、イロハモジ
ミをはじめ多くの樹木は落ち着いた森
の景⾊となっている。

121 上の池（旧名称ため池） 波豆 ため池 波豆川流域 2018 ○ 劣化 ○ 外来生物 外来種生物が繁殖しているため、⽔生生物相が貧困になっている。 8 8 C 6 -2 D スポット名称変更　ため池⇒上の池

122 宝山寺 ⼤原野中部 社寺林 波豆川流域 2019 ○ 維持
山域とその周辺のため池や湿地にはギフチョウ、モリアオガエルなど絶滅危
惧種も確認される。

10 10 B 11 1 B
社寺林も⼤きな変化はない様⼦。2018
に⼤⾵で杉の⼤木が倒壊した。

123 ため池および畦 ⾹合新田 ため池 佐曽利川流域 2022 ○ おおむね維持
ため池改修、耕地改善が⾏われたが、時間経過とともに景観は落ち着く。イ
ノシシ、シカ、アライグマ（聞き取り）

8 8 C 7 -1 C
ため池の改修、耕地改善は⾏われた
が、時間経過とともに落ち着いた景観
にもどっている。
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124 佐曽利川沢沿い ⾹合新田 河川 佐曽利川流域 2022 〇 劣化 〇 △ 開発改変
「動物」においては、特に貴重種が確認できなかったので「２」とした。佐
曽利川沢沿いは数年前に砂防⼯事とため池堤の⼯事により三⾯張りとなっ
た。イノシシ、シカ（聞き取り）

8 8 C 7 -1 C

佐曽利川周辺は耕地と⾥山がのこり、
生活の場として北摂地域に特徴的な景
観は保たれている。「動物」において
は　特に貴重種が確認できなかったの
で「2」とした。

125 やまもり山⾥ ⼤原野東部 ため池 2019 ○ 変質 〇 管理不足
ため池は消失しているが、元⽔田には豊富で多種多様な湿地性植物群があ
る。絶滅危惧種も多く見つかり貴重な湿原である。

7 7 C 10 3 B

ため池は消失している。元⽔田には多
種多様な湿地性植物群がある。絶滅危
惧種も多く見つかり貴重な湿地であ
る。
湿原・湿地に遷移した元棚田を新たに
指定することを勧める

126 ⽻束川 波豆 河川 波豆川流域 2018 ○ 維持
抽⽔植物や寄り洲など、⽔際は⼀部⾃然状態であり、オオサンショウウオの
生息域でもあり、重要な生態系である。

11 11 B 12 1 A

（総合評価）抽⽔植物や寄り洲など、
⽔際は⼀部⾃然状態で、オオサンショ
ウウオの生息域でもあり、重要な生態
系である。
（調査結果及び概要）外来のアレチウ
リ群落は不明。次回、抽⽔植物や寄り
洲の状況を精査したい。今後の調査で
はがけ崩れの手前まで（危険）の調査
のみにすべきだ。

128 普明寺　ため池 波豆 ため池 千刈貯⽔池 2019 ○ 維持
2011に確認されていたヒツジグサージュンサイ群落は消滅している。
「ブルーギル、ブラックバス、アメリカザリガニ、ウシガエルなど外来種が
侵入している」→外来生物

7 7 C 8 1 C

外来種の侵入が著しい。サワガニ、ヒ
メボタルの生息を確認しているため評
価は前回同様。
指定当時の希少種モリアオガエルが広
く生息しだしたので取り立ててし指定
すべき⼩生態系とは⾔い難い。№93の
⼀部としての扱いが適当。

129 下林ため池 ⼤原野東部 ため池 2019 ○ 劣化 ○ 管理不足
2000年のヒメビシ群落は確認できなかった。⽔質は⽐較的良好であるが、⼤
きな変化はない様⼦。スポット対象からの除外について要検討。
「ため池は放置されており」→管理不足

8 8 C 6 -2 D スポット対象から除外について要検討

130 愛宕上池 ⼤原野東部 ため池 2019 ○ 維持 ウシガエル、ブルーギルなどの侵入あり 7 7 C 8 1 C
上の池は希少種が豊か。最上流部の池
には⼟砂が流れ込み陸地化の恐れがあ
る。

131 下林ため池 ⼤原野東部 ため池 2019 ○ 劣化 ○ 外来生物
ヒメビシ群落は確認できなかった。富栄養化していると考えられる。将来は
スポットとしての調査対象が適当かどうか検討を要する。
「投げ入れられたのかフナ、アメリカザリガニが観察された」→外来生物

7 7 C 5 -2 D

ヒメビシの群落の確認できず。サイコ
クコウホネが見られた。富栄養化して
いると考えられる。
将来はスポットとしての調査対象が適
当かどうか検討を要する

132 波豆川 橋〜清の瀬橋 ⼤原野⻄部 河川 波豆川流域 2018 ○ 維持
オオサンショウウオの生息地であるが、ミシシッピアカミミガメなどの外来
種の投入がある

10 10 B 11 1 B
（総合評価）⻄部河畔植生や寄り洲な
ど、⽔際は⾃然状態である。オオサン
ショウウオの生息域であり重要

133 ため池 玉瀬 ため池 2022 ○ おおむね維持 ため池周辺は適度に管理され、⽔質は⽐較的良好 7 7 C 7 0 C

周辺は耕作地がスギの植林地となり、
池周辺は適度に手が入り管理されてお
り、⽔質は⽐較的良好に保たれてい
る。

134 足洗川 中山寺 河川 ⻑尾山系山麓部 北中山公園 2023 ○ おおむね維持 ⼤きな変化はない様⼦ 11 11 B 11 0 B
山間の⼩河川であり⼤きな変化はない
様⼦

135 (宝塚市域) 六甲山地 2024 〇 おおむね維持 県RDBに選定される環境であり、市域を代表する生態系の⼀つ - 11 B 11 0 B

県REDに選定される環境であり、市域
を代表する生態系のひとつ。⾵化の進
んだ花崗岩の山塊に、⼤きな断層がは
しる。多くの場所が⼆次的植生になっ
ているが、塩尾寺は神域としてウラジ
ロガシ−サカキ群落が残る。⼆次林と
はいえ、市街地に近い緑地帯となって
おり、多様な動植物が生息、生育して
おり、また数カ所において、保全活動
も⾏われて、生物多様性の保全育成が
おこなわれている。1996年にはじまる
「六甲山系グリーンベルト整備事業」
において岩倉山から市街地にかけて、
⼟砂災害にたいして防災に備えた整備
がおこなわれている。六甲山縦走路の
起点終点にもなっており、レクリエー
ションの場を提供している。

136 中筋山手 孤立⼆次林 2024 地元の団体により管理されるまち山として貴重 - - Ｄ 6 - D
地元の団体により、よく管理されてい
る。まち山として貴重である。

137 切畑⻑尾山 孤立⼆次林 2024
地元の団体により管理されゴルフ場から⾥山として復元され、貴重な生きも
のが戻ってきている

- - Ｄ 10 - B

地元の団体に管理されている。ゴルフ
場から⾥山として復元され、貴重な生
き物が戻ってきている。「都市緑地」
公園となっている。⾥山としての保全
活動が、ボランティアによって⾏われ
ている。散策、森林浴、野⿃観察など
市⺠がよく利用している。

138 中山台 孤立⼆次林 2024 地元の団体により管理されるまち山. - - Ｄ 6 - D
ヤシャブシが伐採されて良好な⾥山林
を維持している。地元団体によって
「まち山」として管理されいる。

139 ⼩林字⻄山 孤立⼆次林 2024 地元の団体により管理されている - - Ｄ 6 - D

地元団体によって管理されており、樹
木にプレートをつけ、市⺠に親しまれ
る環境作りが⾏われている。住宅地に
隣接する貴重な緑地帯である。
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　　重要な生態系の現況評価及び課題の整理

判定（特記事項・
調査時意⾒）

スポット№ 名称 スポット所在地 ⼩⽣態系の種類 ゾーン エリア 調査年度 維持
おおむ
ね維持

変質 劣化 消失 現況 開発改変 管理不⾜ 外来⽣物 気候変動 野⽣⽣物 その他 課題 特記事項 2000年 2011年 2011年ラ
ンク

2018‒24年 スコア増減
合計得点
によるラ
ンク

スポットの扱い 調査時の意⾒　（抜粋）

スコアによる現況判定 課題（劣化・消失・変質の要因）※４つの危機+野⽣動物重要な⽣態系 スコア合計得点

140 伊孑志字武庫山 孤立⼆次林 2024 地元の団体により管理されるまち山。住宅地に隣接する貴重な緑地帯 - - Ｄ 11 - B

地元団体によって管理されており、樹
木にプレートをつけ、市⺠に親しまれ
る環境作りが⾏われている。湧⽔の場
所には何枚かの池があり、モリアオガ
エルなどが生息するなど、住宅地に隣
接する貴重な緑地帯である
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